
R e y s o l  W i n n i n g  G u i d e

2 0 2 1 年 1 月 4 日 。無
事にこの日を迎えら
れることに感 謝しま
す。最高の決 勝 戦に
なりますように！すべてを
出し切って、絶対優勝し
よう！ヴィトーリアー！！！



1	 GK	 児玉 剛
3	 DF	 森重 真人
4	 DF	 渡辺 剛 HG
5	 DF	 丹羽 大輝
6	 DF	 小川 諒也 HG
7	 MF	 三田 啓貴  HG
8	 MF	 髙萩 洋次郎
9	 FW	 ディエゴ オリヴェイラ
10	 MF	 東 慶悟
11	 FW	 永井 謙佑
13	 GK	 波多野 豪 HG
15	 MF	 アダイウトン
19	 MF	 宮崎 幾笑
20	 MF	 レアンドロ 
22	 DF	 中村 拓海
23	 FW	 矢島 輝一 HG
24	 FW	 原 大智 HG
25	 DF	 蓮川 壮大
27	 FW	 田川 亨介
28	 MF	 内田 宅哉 HG
29	 DF	 岡崎 慎 HG
31	 MF	 安部 柊斗 HG
32	 DF	 ジョアン オマリ
33	 GK	 林 彰洋
34	 DF	 大森 理生（2種）
37	 DF	 中村 帆高
38	 MF	 紺野 和也
40	 MF	 平川 怜 HG
41	 GK	 野澤 大志ブランドン
44	 MF	 品田 愛斗 HG
45	 MF	 アルトゥール シルバ
47	 DF	 木村 誠二  HG
49	 DF	 バングーナガンデ 佳史扶 HG
※出場停止：なし

	 	 	

2020年12月19日現在

順位	 チーム	 勝点	 試合	 勝	 引分	 敗	 得失点差

	1	 川崎	 83	 34	 26	 5	 3	 57

2	 G大阪	 65	 34	 20	 5	 9	 4

3	 名古屋	 63	 34	 19	 6	 9	 17

4	 C大阪	 60	 34	 18	 6	 10	 9

5	 鹿島	 59	 34	 18	 5	 11	 11

6	 FC東京	 57	 34	 17	 6	 11	 5

7	 柏	 52	 34	 15	 7	 12	 14

8	 広島	 48	 34	 13	 9	 12	 9

9	 横浜FM	 47	 34	 14	 5	 15	 10

10	 浦和	 46	 34	 13	 7	 14	 -13

11	 大分	 43	 34	 11	 10	 13	 -9

12	 札幌	 39	 34	 10	 9	 15	 -11

13	 鳥栖	 36	 34	 7	 15	 12	 -6

14	 神戸	 36	 34	 9	 9	 16	 -9

15	 横浜FC	 33	 34	 9	 6	 19	 -22

16	 清水	 28	 34	 7	 7	 20	 -22

17	 仙台	 28	 34	 6	 10	 18	 -25

18	 湘南	 27	 34	 6	 9	 19	 -19

［監督］ ネルシーニョ

ディエゴ・オリヴェイラ、レアンド
ロとともに高い破壊力を誇る

FC東京の攻撃陣を牽引するスピー
ディーなアタッカーだ。レイソルの最
終ラインの背後を勢いに乗って狙っ
てくることが予想されるが、スピード
を活かした前線からのプレッシング
もまた脅威となる。第30節の対戦で
はレイソルが3−1で勝利した。だが大
谷が「あの試合では永井くんが出て
いなかった」とポイントに挙げたよう
に、勝敗の鍵を握るキーマンである。
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ルヴァンカップ
プライムステージ

FC東京
11 FW 永井謙佑

［監督］ 長谷川 健太

9/2（水）19:00
＠札幌厚別

PK 4　5
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9/2（水）19:00
＠ヤンマー

10/7（水）19:00
＠ニッパツ

10/7（水）19:00
＠等々力

9/2（水）19:00
＠ノエスタ

第１節　Ｇ大阪　0-1　柏
2/16(日)　15:00　@パナソニック スタジアム 吹田 

第２節　柏　1-0　湘南　
8/5(水)　19:00　@三協フロンテア柏スタジアム

第3節　柏　3-1　大分
8/12(水)　19:00　@三協フロンテア柏スタジアム

9/2（水）19:00
＠味スタ準々決勝
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準決勝

決勝
1/4（月）14:35 @国立競技場

S t a f f

コーチ／長澤 徹、安間 貴義、
　　　  佐藤 由紀彦、近藤 大輔、
　　　  大島 琢
フィジカルコーチ／吉道 公一朗
GKコーチ／森下 申一、山下 渉太

2021.1.4 MON 国立競技場 14:40 KICK OFF

VS

2020 Ｊリーグ YBCルヴァンカップ ファイナル

柏レイソル　  　        FC東京

予想スターティングメンバー1	 GK	 桐畑 和繁 HG
2	 DF	 鎌田 次郎
3	 DF	 高橋 祐治 
4	 DF	 古賀 太陽 HG 
5	 MF	 小林 祐介 HG
6	 DF	 高橋 峻希
7	 MF	 大谷 秀和 HG
8	 MF	 ヒシャルジソン 
9	 FW	 クリスティアーノ 
10	 MF	 江坂 任
11	 FW	 山崎 亮平
13	 DF	 北爪 健吾
14	 FW	 オルンガ 
15	 DF	 染谷 悠太  
16	 GK	 滝本 晴彦 HG 
17	 GK	 キム スンギュ 
18	 FW	 瀬川 祐輔 
19	 FW	 呉屋 大翔 
20	 DF	 三丸 拡
22	 MF	 マテウス サヴィオ
23	 GK	 中村 航輔 HG 
24	 DF	 川口 尚紀 
25	 DF	 大南 拓磨
27	 MF	 三原 雅俊 
28	 MF	 戸嶋 祥郎 
33	 MF	 仲間 隼斗 HG 
35	 FW	 細谷 真大 HG
36	 MF	 山田 雄士 HG
37	 FW	 鵜木 郁哉 HG
38	 DF	 大嶽 拓馬（2種）
39	 FW	 神谷 優太   
41	 GK	 佐々木 雅士（2種）
42	 DF	 戸田 伊吹（2種）
43	 MF	 田村 蒼生（2種）
44	 FW	 中島 舜（2種）
45	 MF	 揖斐 俊斗（2種）
47	 DF	 田中 隼人（2種）
48	 GK	 近野 勝大（2種）
50	 DF	 山下 達也   
※出場停止：なし
S t a f f

ヘッドコーチ／井原 正巳
コーチ／栗澤 僚一
フィジカルコーチ／松原 直哉、ディオゴ リニャーレス
GKコーチ／井上 敬太

マッチコミッショナー：永井 利幸
主審：福島 孝一郎

副審：唐紙 学志、武部 陽介／第4の審判：東城 穣



M a t c h A n a l y s i s

提供：データスタジアム

12月20日時点でのデータ

1月4日 国立競技場

柏レイソル VS FC東京

※掲載されているデータはリーグ戦のものです



FOCUS
―
―
７
年
ぶ
り
の
タ
イ
ト
ル
ま
で
あ
と
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
改

め
て
優
勝
す
る
こ
と
の
意
義
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

「
決
勝
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
も
多
く
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
中
で
も

一
握
り
な
の
で
、
決
勝
に
進
め
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
な
が
ら
、

優
勝
し
た
こ
と
で
見
え
る
景
色
を
全
員
で
見
た
い
で
す
。
タ
イ
ト

ル
を
取
る
意
味
と
い
う
の
は
個
人
と
し
て
も
、
チ
ー
ム
と
し
て
も

も
の
す
ご
く
大
き
く
、
タ
イ
ト
ル
を
取
っ
た
こ
と
の
な
い
選
手
が

取
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
も
う
一
回
取
り
た
い
と
い
う
欲
に
も
繋
が

り
ま
す
か
ら
、必
ず
勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」

―
―
大
谷
選
手
自
身
、
２
０
１
１
年
以
降
は
続
け
て
タ
イ
ト
ル
を

取
り
ま
し
た
。
優
勝
を
機
に
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
価
値
観
も
変

わ
り
ま
し
た
か
？

「
そ
う
で
す
ね
。
２
０
１
１
年
に
関
し
て
言
え
ば
ク
ラ
ブ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
も
繋
が
っ
た
の
で
、
自
分
た
ち
が
勝
つ
こ
と
で
得
る

も
の
の
大
き
さ
を
、
身
を
も
っ
て
体
感
し
ま
し
た
。
勝
つ
こ
と
で

翌
年
は
A
C
L
に
出
場
し
、
普
段
対
戦
で
き
な
い
海
外
の
個
の

能
力
の
高
い
チ
ー
ム
と
対
戦
で
き
た
。
そ
う
い
う
実
体
験
が
あ
っ

た
り
、
タ
イ
ト
ル
を
取
っ
て
レ
イ
ソ
ル
に
関
わ
る
大
勢
の
人
た
ち

の
喜
ぶ
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
柏
の
街
に
も
活
気
が
出
て
、
タ
イ
ト
ル
を
何
度
も
味
わ
い
た

い
と
思
い
ま
し
た
」

―
―
レ
イ
ソ
ル
の
初
タ
イ
ト
ル
は
１
９
９
９
年
の
ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ビ

ス
コ
カ
ッ
プ
で
し
た
。

「
僕
が
中
学
３
年
の
と
き
で
す
。
決
勝
は
家
で
見
て
い
ま
し
た
。

ナ
ベ
さ
ん
（
渡
辺
毅/

現･

ア
カ
デ
ミ
ー
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
）の
ゴ
ー

ル
は
す
ご
く
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
し
、
自
分
が
直
接
関
わ
っ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
自
分
の
い
る
ク
ラ
ブ
の
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
が
優
勝
し
た
の
は
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
一

サ
ポ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
感
覚
で
見
て
い
ま
し
た
」

―
―
２
０
１
３
年
の
ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ビ
ス
コ
カ
ッ
プ
決
勝
は
出
場
停

止
だ
っ
た
大
谷
選
手
を
は
じ
め
、
決
勝
戦
に
出
ら
れ
な
い
選
手
が

多
か
っ
た
で
す
ね
。

「
前
の
週
に
鈴
木
大
輔
が
、
試
合
の
週
に
キ
ム
チ
ャ
ン
ス
が
ケ
ガ

を
し
て
し
ま
い
、
マ
ス
（
増
嶋
竜
也
）も
直
前
ま
で
戦
列
を
離
れ

て
い
ま
し
た
し
『
人
が
い
な
い
』と
い
う
感
じ
で
し
た
ね
。
た
だ
、

代
わ
り
に
出
た
藤
田
優
人
や
グ
ッ
ち
ゃ
ん
（
谷
口
博
之
）が
素
晴

ら
し
い
プ
レ
ー
で
チ
ー
ム
に
貢
献
し
て
く
れ
た
の
で
、
誰
が
出
て

も
同
じ
よ
う
に
戦
え
る
よ
う
な
選
手
た
ち
が
揃
っ
て
い
た
の
が
大

き
か
っ
た
で
す
」

―
―
大
谷
選
手
も
決
勝
戦
は
出
場
停
止
で
し
た
。
当
時
、
準
決
勝

終
了
後
に
「
自
分
が
決
勝
に
出
場
す
る
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
チ
ー
ム

が
決
勝
に
進
む
こ
と
が
大
事
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
今
で
も
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
結
果
だ
か
ら
、
優
勝
は

あ
の
時
ピ
ッ
チ
に
立
っ
た
選
手
の
力
で
勝
ち
取
っ
た
も
の
で
す

し
、
も
し
か
し
た
ら
自
分
と
橋
本
和
が
出
て
い
た
ら
負
け
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
で
す
か
ら
（
笑
）」

―
―
ス
タ
ン
ド
か
ら
決
勝
戦
を
観
戦
し
た
心
境
は
い
か
が
で
し
た

か
？

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
プ
レ
ー
し
て
い
る
方
が
楽
で
す
よ
。
ス
タ
ン
ド

か
ら
見
て
い
る
の
は
ハ
ラ
ハ
ラ
し
ま
す
（
笑
）。
サ
ポ
ー
タ
ー
の

人
た
ち
の
気
持
ち
が
わ
か
り
ま
し
た
」

―
―
決
勝
戦
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
選
手
が
多
か
っ
た
分
、
チ
ー
ム

の
結
束
は
強
ま
り
ま
し
た
か
？　

「
出
ら
れ
な
い
選
手
の
分
も
…
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
チ
ー
ム
に

は
す
ご
く
一
体
感
が
あ
り
ま
し
た
」

―
―
今
年
も
多
く
の
選
手
が
ケ
ガ
で
戦
列
を
離
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
ル
ヴ
ァ
ン
カ
ッ
プ
も
、
出
ら
れ
な
い
選
手
の
思
い
を
酌
ん
で

戦
う
決
勝
戦
に
な
り
そ
う
で
す
。

「
今
年
の
ル
ヴ
ァ
ン
カ
ッ
プ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
選
手
が
ピ
ッ
チ
に

立
っ
て
決
勝
ま
で
来
た
の
で
、
み
ん
な
で
決
勝
ま
で
進
ん
で
き
た

と
い
う
言
い
方
が
正
し
い
と
思
い
ま
す
。
ピ
ッ
チ
に
立
ち
た
く
て

も
立
て
な
い
選
手
の
思
い
を
持
っ
て
、ピ
ッ
チ
に
立
つ
選
手
た
ち
、

メ
ン
バ
ー
に
入
る
選
手
た
ち
は
責
任
の
あ
る
プ
レ
ー
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
優
勝
を
し
て
、
ピ
ッ
チ
に
立
て
な
か
っ
た
選
手
た

大谷秀和7MF

Hidekazu OTANI
ち
が
『
自
分
も
タ
イ
ト
ル
に
貢
献
し
た
』と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
結
果
を
残
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」

―
―
大
谷
選
手
は
７
年
前
の
決
勝
戦
の
舞
台
に
立
て
な
か
っ
た
の
で
、

今
回
こ
そ
は
ピ
ッ
チ
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
が
強
い
の
で
は
？

「
自
分
が
ピ
ッ
チ
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
よ
り
は
、
優
勝
し
た
い

で
す
。
人
生
の
中
で
も
あ
あ
い
う
瞬
間
は
そ
ん
な
に
な
い
か
ら
、

本
当
に
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
も
な
り
ま
す
し
、
今
で
も
い
ろ

い
ろ
な
タ
イ
ト
ル
を
取
っ
た
こ
と
は
鮮
明
に
思
い
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
う
い
う
思
い
を
み
ん
な
に
も
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す

し
、
来
年
、
再
来
年
と
（
優
勝
が
）続
く
チ
ー
ム
に
な
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
そ
の
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

―
―
決
勝
戦
へ
の
意
気
込
み
と
、
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

「
必
ず
７
年
ぶ
り
の
タ
イ
ト
ル
を
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た

み
ん
な
で
優
勝
と
い
う
一
番
上
の
景
色
を
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
黄
色
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
多
い
ス
タ
ン
ド
は
い
い
な
と
感

じ
た
の
で
、
決
勝
戦
も
多
く
の
方
が
来
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

笑
っ
て
終
わ
れ
る
結
果
を
取
れ
る
よ
う
に
一
緒
に
戦
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
で
す
」



　レイソルのユニフォームの胸には、Jリーグ3大タイトル優勝の証として4つの
星が記されている。
　記念すべき初タイトルは1999年のヤマザキナビスコカップ（現YBCルヴァンカ
ップ）だ。キャプテンの洪明甫が出場停止、さらにワールドユース出場のため南
雄太と明神智和が不在という状況で迎えた決勝戦であったが、当時のメンバー
で現在はアカデミーダイレクターを務める渡辺毅によれば、代わりに出場する選
手に対して絶大の信頼を置いていたため不安要素はなかったという。その言葉ど
おり、レイソルは初の決勝戦にも動ずることなく、開始5分で大野敏隆が先制点
を奪う最高のスタートを切った。
　しかし後半に入り、62分、64分と立て続けの失点でレイソルは逆転を許してし
まう。1−2のビハインドで迎えた試合終盤、センターバックの渡辺が前線にポジ
ションを上げた。
　89分、同点を狙った渡辺のヘッドが枠を逸れ、万事休すかと思いきやチャン
スは再び訪れた。ゴール前の浮き球のルーズボールに対し、北嶋秀朗が最高の
ポストプレーで落とすと、パスを受けた渡辺が右足を振り抜いた。鋭い弾道がゴ
ールネットに突き刺さった。
「あんなに綺麗なシュートが決まるとは思わなかったですが、キタジ（北嶋）があ
の状況で冷静に落としてくれました」（渡辺）
　延長戦では双方に決定機が訪れたものの、決着はつかず。勝敗はPK戦に委
ねられる。ここでは、南の不在でゴールマウスを守ったGK吉田宗弘がPKを止め、
洪明甫の代役として出場した萩村滋則が最後のキッカーを務めて優勝を決める
PKを決めるなど、それまで出場機会が
限られていた選手たちが輝きを放った。
まさに総力で掴み取った初タイトルだっ
た。
　それから14年後の2013年のヤマザキ
ナビスコカップ決勝もまた、99年と同様
主力不在の苦しい状況で臨むことになっ

た。ただ、この時のレイソルは11年、12年と連続でタイトルを勝ち得てきたチ
ームである。出場停止の大谷秀和に代わってゲームキャプテンを務めた栗澤僚一
（現トップチームコーチ）は「優勝を経験していたメンバーだったので『俺たちは一
発勝負に強い』という自信があった」と当時の雰囲気を振り返った。
　主力選手5人不在のレイソルに対し、浦和レッズはベストメンバー。苦しい戦
いになることは想定内だった。
「まずは相手の攻撃を抑える。0−0で行けば何かが起こると思っていたし、その
意思統一は全員ができていた」（栗澤）
　一見すると防戦一方と見られた試合だ
が、すべてはタイトル獲得へ向けてプラ
ンどおりに進む。前半アディショナルタイ
ムの藤田優人の高速クロスから工藤壮人
が奪った先制ヘッドも、綿密なスカウテ
ィングから導き出したレッズの急所を的
確に突いた得点だった。リードを奪った
レイソルは、強固な守りを築いてレッズの攻撃を封鎖にかかる。
「一人ひとりが自分の役割を理解していた。起こることすべてが想定内だったので、
何も驚きを感じずにプレーができた」（栗澤）
　狙いどおりに1−0で逃げ切ったレイソルが14年ぶりの優勝を果たした。99年
の初優勝が勢いに乗じた上昇のタイトルならば、13年は“勝ち方”を知る強者が
老獪に勝ち得たタイトルと言えるだろう。ただ、両者に共通している点は、チー
ムが主力不在を微塵も感じさせない総合力を発揮したことに尽きる。
　そして2020年、レイソルは三度目の決勝戦に進出した。当然過去2回とはメ
ンバーは違うが、チームが総力を挙げて勝利を目指す姿勢は何も変わらない。レ
イソルに関わるすべての人たちの力を結集し、三度のルヴァンカップのタイトルに
して、5個目の星を掴み取る。

1999 2013

1999 Ｊリーグ  ヤマザキナビスコカップ 決勝戦 2013   Jリーグ  ヤマザキナビスコカップ 決勝　

2 - 2
(5 PK戦 4)

0 - 1)

1    前半    0
1    後半    2
0 延長前半 0
0 延長後半 0

0    前半    1
0    後半    0 

得点 得点

監督		 西野　朗
GK	 22	吉田　宗弘
DF	 4	 渡辺　毅
DF	 2	 萩村　滋則
DF	 3	 薩川　了洋
MF	 12	酒井　直樹
MF	 5	 下平　隆宏
MF	 8	 バデア
MF	 24	平山　智規
MF	 10	大野　敏隆
FW	 9	 北嶋　秀朗	
FW	 11	加藤　望

GK	 16	佐藤　大
DF	 19	入江　徹
MF	 15	砂川　誠
MF	 13	渡辺　光輝
FW	 26	長谷川　太郎

監督	ペトロヴィッチ
GK	 1	 山岸　範宏
DF	 46	森脇　良太
DF	 4	 那須　大亮
DF	 5	 槙野　智章
MF	 14	平川　忠亮
MF	 22	阿部　勇樹
MF	 13	鈴木　啓太
MF	 3	 宇賀神　友弥
MF	 8	 柏木　陽介
MF	 24	原口　元気
FW	 30	興梠　慎三

GK	 18	加藤　順大
DF	 2	 坪井　慶介
DF	 17	永田　充
DF	 6	 山田　暢久
MF	 7	 梅崎　司
MF	 11	関口　訓充
MF	 10	マルシオ　リシャルデス

監督		 ジーコ
GK	 21	高桑　大二郎
DF	 2	 名良橋　晃
DF	 15	室井　市衛
DF	 20	リカルド
DF	 7	 相馬　直樹
MF	 6	 本田　泰人
MF	 18	熊谷　浩二
MF	 16	阿部　敏之
MF	 10	ビスマルク
FW	 13	柳沢　敦
FW	 11	長谷川　祥之

GK	 1	 古川　昌明
DF	 4	 奥野　僚右
MF	 14	増田　忠俊
MF	 27	小笠原　満男
FW	 9	 鈴木　隆行

監督	ネルシーニョ	
GK	 21	菅野　孝憲
DF	 2	 藤田　優人
DF	 29	谷口　博之
DF	 3	 近藤　直也
DF	 23	渡部　博文
MF	 10	ﾚｱﾝﾄ ﾛ゙ ﾄ ﾐ゙ﾝｹ ｽ゙
MF	 28	栗澤　僚一
MF	 20	茨田　陽生
MF	 15	ｼ ｮ゙ﾙｼﾞ ﾜｸ ﾈ゙ﾙ
FW	 11	クレオ
FW	 9	 工藤　壮人

GK	 16	稲田　康志
DF	 5	 増嶋　竜也
MF	 26	太田　徹郎
MF	 25	小林　祐介
MF	 14	狩野　健太
FW	 8	 澤　昌克
FW	 18	田中　順也

交代
交代

警告・退場
警告・退場

21分	 鹿島	 ビスマルク	 異議
44分	 柏	 萩村　滋則	 ラフプレイ
72分	 柏	 バデア	 繰違反
82分	 柏	 北嶋　秀朗	 異議
87分	 鹿島	 ビスマルク	 遅延・退場
111分	 柏	 長谷川　太郎	 ラフプレイ

26分	 柏	 谷口　博之	 反スポーツ的行為
30分	 浦和	 森脇　良太	 反スポーツ的行為
77分	 柏	 ﾚｱﾝﾄ ﾛ゙ ﾄ ﾐ゙ﾝｹ ｽ゙	 遅延行為
83分	 柏	 菅野　孝憲	 遅延行為

長谷川 祥之→鈴木 隆行(23分)　熊谷 浩二  → 小笠原 満男
(45分)	 柳沢 敦→増田 忠俊(103分)
平山 智規→長谷川 太郎(78分) バデア→渡辺 光輝(97分)

平川 忠亮→関口 訓充(69分) 鈴木 啓太 → ﾏﾙｼｵ ﾘｼｬﾙﾃ ｽ゙(77分)
藤田 優人→太田 徹郎(46分) 谷口 博之→増嶋 竜也(76分)

【鹿島】

【柏】
【浦和】
【柏】

天候	曇/入場者数 35,238人/風　弱/主審　梅本 博之/気温　17.6℃/副審　廣嶋 禎数
湿度	51%/副審　柴田 正利/第4の審判員　北村 央春

天候	曇のち雨/入場者数　46,675人/風	 弱風/主審　扇谷　健司/気温　16.7℃/副審	
大塚　晴弘/湿度	 51%/副審　山口　博司/ピッチ　全面良芝/水含み/第4の審判員	
今村　義朗

　1999年11月3日（水）
14:00 KICKOFF
国立霞ヶ丘競技場

　2013年11月2日（土）
 13:10 KICKOFF

 国立競技場

大野　敏隆(5分)

渡辺　毅(89分)

ビスマルク(62分)

阿部　敏之(64分)

工藤　壮人(45＋2分)



2020 YBC ルヴァンカップ

決勝までの道のり

発行：（株）日立柏レイソル　制作協力：（株）文化工房　ライター：鈴木潤　オフィシャルフォトグラファー：飯村健司

柏レイソルパートナー  K A S H I W A  R E Y S O L  P a r t n e r

JAちば東葛
オフィス神山
日立建設設計
グーロクリエイト
常南通運
常陽商事
野田小型運送
日立産機システム
フルハシ商事
文化工房
東京海上日動火災保険
秋田運輸

アスリート
菓子工房　モン­­­­­.シェフ
柏プラネット
なつの製作所
ロイヤルガーデンパレス柏日本閣
柏二番街商店会
柏市まちづくり公社
助川工務店
パルシステム千葉
ミツワ堂
明月苑
流通サービス

FCアクティブ柏
SEPT
あおば歯科
インテックホーム
ヴィスポ柏９９フットボールクラブ
海賊船
風早レクトFC
柏駅前通り商店街振興組合
柏エフォートフットボールクラブ
柏魚市場　
柏商工会議所
柏マイティーフットボールクラブ

柏ラッセルFC
柏レイソルＡ．Ａ．ＴＯＲ’８２
柏レイソルA.A.流山
柏レイソルアライアンスアカデミー野田
カナリーニョフットボールクラブ
Seneca
木村ガラス
こがね整骨院・松戸市外反母趾研究所
子供水着のサンディア
コナンテック
こまいぬブルワリー　柏ビール
ザ・柏タワースクエア駐車場

桜田建設
サンアドバンス
芝園開発（Fitness24 by:cycle24h）
新柏倉庫
スパークル
創作料理　銀の趣
相鉄フレッサイン千葉柏
ダスキンベリエール
テガサイエンス　
てらだデンタルクリニック
トイプードル専門ブリーダーのプードルライフ
南洲興業

ヒガキオートサービス
日立ヘルスケア・マニュファクチャリング
ボックスウッド
八木歯科医院
ヤノハウスコート
山猫屋珈琲店
ユニホームサービス
リューセイ

柏レイソルでは「地域」と「応援」をキーワードに、クラブの活動理念にご賛同いただいた法人企業様を対象とするクラブスポンサー制度「柏レイソルパートナー」を設け、
多くの企業様にご協賛いただいております。皆様の温かいご支援のもと、地域と一体となったクラブを目指してまいります。

グループステージ 第1節

準々決勝 準決勝

グループステージ 第2節 グループステージ 第3節 VS G大阪

 VS Ｃ大阪  VS 横浜FM

 VS 湘南  VS 大分

0-1

0-3 0-1

1-0 3-1

2/16(日) @パナソニック スタジアム 吹田　13,114人

9/2(水) @ヤンマースタジアム長居　3,257人 10/7(水) @ニッパツ三ツ沢球技場　4,785人

8/5(水) @三協フロンテア柏スタジアム　1,949人 8/12(水) @三協フロンテア柏スタジアム　1,969人

24' オルンガ

40' 呉屋 大翔
83' 江坂 任
90' 江坂　任

11' 山下 達也

48' 呉屋 大翔 56' 細谷 真大
58' 北爪 健吾
70' 北爪 健吾 

90'+1 渡 大生
J1に示した、我らがエースの存在感！

堅守速攻、強豪相手に3発快勝！ 再三の危機を救った守護神の活躍！

新戦力の一撃でグループリーグ突破！ 誰が出ても魅せる、レイソルの強さ

◎ユニフォームスポンサー

◎CSR（社会貢献）パートナー

◎クラブスポンサー

◎オフィシャルグラウンドクルー

◎アカデミースポンサー ◎サプライヤー

W e  S u p p o r t  K A S H I W A  R E Y S O L  2 0 2 0


